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平成23年７月１日号3

総　　合

削減率の合計が
15％を超えるよう
ご協力をお願いいたします。 ％ W
外出されている時も、④、⑦、⑧、⑩の対策への取り組みをお願いいたします。

※節電効果の記載値は資源エネルギー庁の推計です。
（在宅世帯の日中の平均的消費電力［14時：約1,200W］に対する削減
率と削減消費電力の目安。小数点以下を切り捨て）

①室温は28℃を目安にしてください。

② “すだれ”や“よしず”などで窓からの日差しを和らげ、エアコンの
消費電力の抑制をお願いいたします。

③ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機をご使用いただきま
すようお願いいたします。

④ 設定温度が「強」の場合は「中」へ変更し、扉の開ける時間をでき
るだけ減らし、食品の詰め込みすぎに注意してください。

⑤ 日中は照明を消して、夜間も点灯している照明をできるだけ減らし
てください。

⑥ 省エネモードに設定するとともに画面の輝度を下げ、必要な時以
外は消してください。

⑦ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能がある場合はこれ
らを活用してください。

⑧ 夏はコンセントからプラグを抜いてください。

⑨ 早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊飯して、冷蔵庫に保存して
ください。

⑩ リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切り、長時間使用しな
い機器についてはコンセントからプラグを抜いてください。
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■
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■
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■

節電チェックリスト

※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは電力の増加になるのでご注意ください。

（３口）

（乾燥）

(瞬間式)使用時

～家庭で使用する主な電気製品の定格消費電力～
夏（７月～９月）の平日９時～20時は、消費電力の大きい電気製品のご使用をできるだけ控えていただきますようお願いいたします。

出典：資源エネルギー庁調べ　上記は定格消費電力の一例であり、実際の消費電力は、製品の種類や使用方法等により異なります。

お願いしたいこと チェック節電効果
削減率 削減消費電力

設定温度を2℃上げた場合

標準→省エネモードに設定し、
使用時間を2/3に減らした場合

左記いずれかの対策により
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東京電力（平成23年6月）C
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電気製品

液晶テレビ

ＤＶＤレコーダー

パソコン

ジャー炊飯器

電子レンジ

定格消費電力
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電気製品
ＩＨクッキングヒーター

掃除機 

アイロン
洗濯乾燥機

温水洗浄便座

定格消費電力

5,800W

1,000W

1,400W

1,100W

1,200W

電気製品

エアコン

扇風機

冷蔵庫

電球形蛍光ランプ

白熱灯

エアコンの控えすぎによる熱中症などにご注
意いただき、無理のない範囲で節電へのご協
力をお願いいたします。

エアコン

冷蔵庫

照　明

テレビ

温水洗浄便座
(暖房便座）

ジャー炊飯器

待機電力

ご家庭での節電のお願い ■問い合わせ
　東京電力(株)栃木北支社　　０２８７(５５)２０２６
　栃木県地球温暖化対策課　   ０２８(６２３)３１８７
　市生活環境課環境政策係　　(２３)８７０６
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
東
京
電
力
管

内
の
電
力
供
給
力
が
低
下
し
て
い
ま
す
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当
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。
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９
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熱
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１２３

おおたわら節電アイデアコンクール開催おおたわら節電アイデアコンクール開催

○応募資格　
　市内在住または通勤・通学している方

○応募方法
　応募用紙に節電アイデアの説明(必要ならばイラストも)
　とその効果を記入し、応募箱へ投函または政策推進課へ
　持参
※応募用紙と応募箱は、市内の協力店に設置してあります。
※応募用紙１枚につき応募１点。ただし、１人何点でも応
　募可。

○応募締切　７月31日(日)

○審査方法
　８月上旬ごろ審査を行い、最優秀賞１点、優秀賞・奨励
　賞各数点を決定。
　審査結果と入賞アイデアは市ホームページ、協力店掲示
　ポスターなどで発表します。

○注意事項
・未発表のものに限ります。
・｢効果｣は｢電気代が減った｣｢冷房をつける日数が減った｣
　｢涼しく感じられ、快適に過ごせた｣など、実践すること
　で得た効果をご記入ください。

○応募先　政策推進課政策推進係(職業訓練センター内)

○コンクール協力店舗
　市内大手の食料品スーパー
　※詳しくは市のホームページをご覧下さい。

■問い合わせ
　政策推進課政策推進係　 (２３)１９５１

大
田
原
市
の
夏
の
節
電
方
針

〜
市
の
取
組
と
み
な
さ
ま
へ
の
お
願
い
〜

　市では、みなさんに節電の意識を持っていただき、アイ
デアを共有してより良い節電効果をあげていただくことを
目的として、節電アイデアコンクールを開催します。
　応募期間中(７月)にみなさんの個性的な節電方法を実践
し、どのような効果があったかをお知らせください。
　お年寄りがいる、ペットがいるなどのご家庭特有のアイ
デアや、家事での工夫、お手製の涼感グッズの提案なども
大歓迎です。
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